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の
計
画
的
な
削
減
を
進
め
ら
れ
た
い
。

⑥
本
年
度
の
歳
入
面
に
お
い
て
は
、
企
業
の
業
績
回
復
に
伴
う
法
人
二
税
の
増
収
な
ど
で
前
年
度
よ
り
も
増
加
し
た
が
、
歳
出
面
で
は
、
今
後
も
社
会
保
障
関
係
費
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
す
べ
て
の
県
民
が
明
る
く
希
望
に
満
ち
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
輝
き
　
あ
ん
し
ん
　
プ
ラ
チ
ナ
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
の
処
方
箋
と
な
る
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
や
ま
な
し
総
合
計
画
」
の
着
実
な
推
進
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
て
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
財
政
運
営
に
努
め
、
将
来

に
わ
た
り
安
定
的
な
行
政
運
営
を
確
保
で
き
る
健
全
な
財
政
状
況
の
維
持
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

山
梨
県
告
示
第
四
百
号

平
成
二
十
八
年
十
二
月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
平
成
二
十
七
年
度
山
梨
県
公
営
企
業
会

計
の
決
算
及
び
当
該
決
算
に
係
る
監
査
委
員
の
意
見
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

１
　
決
算
の
認
定
に
係
る
議
会
の
議
決
　
認
定

２
　
山
梨
県
営
電
気
事
業
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梨
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5
監
査
委
員
の
意
見

平
成
28年

8月
12日

山
梨
県
知
事
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎
　
殿

山
梨
県
監
査
委
員
　
小
　
　
野
　
　
　
　
　
浩

同
　
　
　
　
　
　
　
小
　
　
泉
　
　
久
　
　
司

同
　
　
　
　
　
　
　
渡
　
　
邉
　
　
英
　
　
機

同
　
　
　
　
　
　
　
白
　
　
壁
　
　
賢
　
　
一

平
成
27年

度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計
の
決
算
審
査
に
つ
い
て

地
方
公
営
企
業
法
第
30条

第
2項
の
規
定
に
基
づ
き
審
査
に
付
さ
れ
た
、
平
成
27年

度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
、
審
査
の
結
果
次
の
と
お
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

Ⅰ
審
査
の
対
象

平
成
27年

度
　
山
梨
県
営
電
気
事
業
会
計

平
成
27年

度
　
山
梨
県
営
温
泉
事
業
会
計

平
成
27年

度
　
山
梨
県
営
地
域
振
興
事
業
会
計

Ⅱ
　
審
査
の
期
間

平
成
28年

７
月
15日

か
ら
平
成
28年

8月
11日

ま
で

Ⅲ
　
審
査
の
手
続

平
成
27年

度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計
の
決
算
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
各
事
業
が
地
方
公
営
企
業
法
そ
の
他
関
係
法
令
に
基
づ
い
て
、
常
に
経
済
性
を
発
揮
し
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
公
共
の
福
祉
を
増

進
す
る
よ
う
運
営
さ
れ
て
い
る
か
、
決
算
書
類
が
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
か
等
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
、
決
算
書
、
決
算
附
属
書
類
、
諸
帳
簿
、
証
拠
書
類
等
に
つ
い
て

照
査
し
、
関
係
職
員
か
ら
説
明
を
求
め
、
さ
ら
に
定
例
監
査
及
び
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
を
参
考
に
し
て
審
査
を
行
っ
た
。

Ⅳ
　
審
査
の
結
果
及
び
意
見
並
び
に
決
算
の
概
要

各
事
業
会
計
の
審
査
の
結
果
及
び
意
見
並
び
に
決
算
の
概
要
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
に
お
い
て
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
24年

１
月
に
公
布
さ
れ
た
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
法
令
の
改
正
に
よ
る
地
方
公
営
企
業
会
計
基
準
（
以
下
「
新
会
計
基
準
」
と
い
う
。）
が
、
平
成
26年

度
の
予
算
、
決
算
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
書
に
お
け
る
平
成
25年

度
以
前

の
決
算
計
数
や
経
営
分
析
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
会
計
基
準
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

（
1
）
平
成
2
7
年
度
山
梨
県
営
電
気
事
業
会
計

審
査
の
結
果
及
び
意
見

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、
地
方
公
営
企
業
法
及
び
関
係
法
令
等
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
事
業
の
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
事
業
目
的
に
沿
っ
て
概
ね
良
好
に
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
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平
成
26年

度
か
ら
新
会
計
基
準
を
適
用
し
た
た
め
、
償
却
資
産
を
毎
年
度
減
価
償
却
す
る
こ
と
に
よ
る
資
産
価
値
の
適
切
な
表
示
や
、
収
益
・
費
用
を
発
生
時
点
で
す
べ
て
計
上
す
る
な
ど
、
資
産
状

況
や
損
益
構
造
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。
損
益
計
算
書
や
貸
借
対
照
表
な
ど
の
財
務
諸
表
の
公
表
に
あ
た
っ
て
は
、
引
き
続
き
、
県
民
に
わ
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
や
て
い
ね
い
な
説
明
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
地
方
公
営
企
業
の
経
営
状
況
の
透
明
性
の
確
保
を
一
層
図
ら
れ
た
い
。

１
　
経
営
状
況
に
つ
い
て

平
成
27年

度
の
経
営
状
況
は
、
6億
7,655万

2,606円
の
純
利
益
を
上
げ
て
い
る
。
前
年
度
に
比
べ
7,040万

7,512円
の
減
と
な
っ
た
が
、
総
収
支
比
率
は
120.5％

、
経
常
収
支
比
率
は
118.9％

で
あ

り
、
健
全
な
経
営
に
努
め
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

当
年
度
純
利
益
が
前
年
度
よ
り
減
少
し
た
要
因
は
、
水
力
発
電
と
太
陽
光
発
電
を
合
わ
せ
た
電
力
料
収
益
が
2億
275万

2,660円
増
加
し
た
も
の
の
、
修
繕
工
事
等
に
よ
り
笛
吹
川
水
系
水
力
発
電
費

が
３
億
8,115万

8,501円
増
加
す
る
な
ど
営
業
費
用
が
大
き
く
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

電
力
料
収
益
の
増
加
は
、
発
電
量
の
大
き
い
早
川
水
系
に
お
い
て
年
間
降
雨
量
が
対
前
年
度
比
38.9％

増
と
な
る
な
ど
年
間
を
通
じ
た
降
雨
状
況
が
前
年
度
に
比
べ
て
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

安
定
的
な
発
電
量
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
や
、
小
水
力
発
電
所
と
し
て
、
朝
穂
堰
浅
尾
発
電
所
が
平
成
27年

4月
に
運
用
を
開
始
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
水
力
発
電
の
供
給
電
力
量
が
対
前
年
度
比

110.3％
と
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
経
営
に
あ
た
っ
て
は
、
山
梨
県
強
靭
化
計
画
に
基
づ
き
、
発
電
施
設
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
老
朽
化
が
進
む
既
存
水
力
発
電
所
の
改
良
や
修
繕
を
計
画
的
に
進
め
、
効
率
的
な
経
営
に

努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、「
強
い
経
済
・
し
な
や
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
局
と
の
連
携
を
密
に
し
、
水
力
発
電
に
よ
る
電
力
の
安
定
供
給
と
併
せ
て
、

小
水
力
発
電
及
び
太
陽
光
発
電
等
の
開
発
と
普
及
促
進
に
一
層
努
力
さ
れ
た
い
。

２
　
財
政
状
態
に
つ
い
て

平
成
27年

度
の
財
政
状
態
は
、
自
己
資
本
構
成
比
率
が
91.0％

、
固
定
資
産
対
長
期
資
本
比
率
が
62.4％

、
流
動
比
率
が
1,356.8％

と
、
い
ず
れ
の
比
率
も
健
全
な
水
準
を
確
保
し
て
い
る
。

今
後
と
も
経
営
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
積
立
金
の
計
画
的
な
積
み
立
て
と
適
切
な
管
理
を
行
う
な
ど
、
資
本
の
充
実
に
努
め
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
安
定
的
な
事
業
経
営
に
努
め
ら
れ

た
い
。

３
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
に
つ
い
て

平
成
27年

度
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
は
、
業
務
活
動
に
よ
り
確
保
し
た
資
金
の
増
加
が
11億

3,147万
2,888円

で
あ
り
、
投
資
活
動
と
し
て
有
形
固
定
資
産
の
取
得
等
に
14億

5,496万
3,246円

を
支
出
、
ま
た
、
財
務
活
動
と
し
て
企
業
債
の
償
還
等
に
1億
6,928万

1,016円
を
支
出
し
て
お
り
、
平
成
27年

度
中
の
資
金
額
は
4億
9,277万

1,374円
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
投
資
活
動
に
お
い
て
発
電
所
の
改
良
工
事
に
よ
る
固
定
資
産
の
取
得
が
多
額
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
業
務
活
動
に
お
い
て
還
付
予
定
の
消
費
税
等
の
未
収
金
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

投
資
活
動
に
よ
る
支
出
が
、
業
務
活
動
に
よ
り
確
保
し
た
資
金
を
超
過
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
27年

度
末
の
現
金
等
残
高
は
144億

5,581万
2,891円

で
あ
り
、
資
金
繰
り
は
引
き
続
き
安
定
し
た
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
平
成
27年

度
末
の
企
業
債
残
高
は
、
業
務
活
動
に
よ

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
範
囲
内
で
あ
り
、
債
務
償
還
能
力
に
つ
い
て
も
特
に
問
題
な
い
。

多
額
の
支
出
と
な
る
発
電
施
設
の
開
発
や
改
良
等
に
長
期
的
・
計
画
的
に
対
応
す
る
た
め
、
財
政
の
健
全
性
の
維
持
及
び
財
政
基
盤
の
強
化
に
一
層
努
め
ら
れ
た
い
。

な
お
、
平
成
27年

度
末
に
お
い
て
、
144億

5,581万
2,891円

の
資
金
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
公
金
管
理
・
運
用
方
針
を
踏
ま
え
つ
つ
、
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
を
基
本
と
す
る
中
で
、
よ
り
積

極
的
に
運
用
す
る
な
ど
、
各
種
施
策
の
推
進
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

４
　
経
営
課
題
に
つ
い
て

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
第
二
段
階
の
実
施
に
よ
り
、
平
成
28年

4月
か
ら
、
電
気
の
小
売
業
へ
の
参
入
の
全
面
自
由
化
と
電
気
事
業
類
型
の
見
直
し
に
よ
る
事
業
区
分
に
応
じ
た
規
制
体
系
の
移
行
が
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図
ら
れ
る
な
ど
、
公
営
電
気
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
こ
れ
ま
で
企
業
局
が
行
っ
て
い
た
卸
供
給
事
業
の
定
義
が
な
く
な
り
卸
規
制
も
撤
廃
さ
れ
た
。

企
業
局
で
は
、「
発
電
事
業
者
」
を
選
択
し
、
東
電
と
の
平
成
21年

度
か
ら
平
成
35年

度
ま
で
の
電
力
受
給
基
本
契
約
を
継
続
し
て
電
力
供
給
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
東
電
と
協
議
を

行
い
、
企
業
局
が
発
電
し
た
電
力
を
県
内
企
業
等
に
安
価
に
供
給
す
る
電
力
供
給
ブ
ラ
ン
ド
「
や
ま
な
し
パ
ワ
ー
」
と
し
て
の
電
力
供
給
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
も
、
電
気
事
業
者
と
し
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、「
や
ま
な
し
パ
ワ
ー
」
の
趣
旨
と
目
的
を
踏
ま
え
効
果
等
を
検
証
し
な
が
ら
、
電
力
市
場
や
他
の
公
営
電
気
事
業
者
の
動
向
等
を
注
視
し
つ
つ

検
討
を
進
め
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
的
確
に
対
応
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
平
成
27年

度
9月
に
完
成
し
た
「
次
世
代
フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル
蓄
電
シ
ス
テ
ム
実
証
試
験
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
当
面
予
定
し
て
い
た
実
証
試
験
を
終
え
、
結
果
の
検
証
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
技
術
は
、
変
動
の
大
き
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定
利
用
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
技
術
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
用
化
に
向
け
、
引
き
続
き
実
証
研
究
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

な
お
、
地
域
振
興
事
業
に
対
す
る
長
期
貸
付
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
27年

度
に
7,050万

円
余
が
返
済
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
残
高
は
、
当
年
度
純
利
益
の
8倍
超
に
相
当
す
る
59億

1,853万
円
余
と
依

然
と
し
て
多
額
で
あ
る
。
長
期
貸
付
金
に
つ
い
て
は
、
残
高
の
削
減
と
併
せ
、
回
収
期
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
る
よ
う
対
応
さ
れ
た
い
。

（
2
）
平
成
2
7
年
度
山
梨
県
営
温
泉
事
業
会
計

審
査
の
結
果
及
び
意
見

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、
地
方
公
営
企
業
法
及
び
関
係
法
令
等
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
事
業
の
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
事
業
目
的
に
沿
っ
て
概
ね
良
好
に
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

平
成
26年

度
か
ら
新
会
計
基
準
を
適
用
し
た
た
め
、
償
却
資
産
を
毎
年
度
減
価
償
却
す
る
こ
と
に
よ
る
資
産
価
値
の
適
切
な
表
示
や
、
収
益
・
費
用
を
発
生
時
点
で
す
べ
て
計
上
す
る
な
ど
、
資
産
状

況
や
損
益
構
造
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。
損
益
計
算
書
や
貸
借
対
照
表
な
ど
の
財
務
諸
表
の
公
表
に
あ
た
っ
て
は
、
引
き
続
き
、
県
民
に
わ
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
や
て
い
ね
い
な
説
明
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
地
方
公
営
企
業
の
経
営
状
況
の
透
明
性
の
確
保
を
一
層
図
ら
れ
た
い
。

１
　
経
営
状
況
に
つ
い
て

平
成
27年

度
の
経
営
状
況
は
、
給
湯
量
の
減
少
に
伴
い
温
泉
供
給
収
益
が
552万

2,701円
減
少
し
、
経
常
収
益
は
１
億
4,642万

7,226円
と
前
年
度
に
比
べ
610万

4,216円
減
少
し
た
も
の
の
、
新
会

計
基
準
を
適
用
し
た
こ
と
に
よ
り
計
上
し
た
貸
倒
引
当
金
繰
入
額
が
1,020万

3,026円
減
少
す
る
な
ど
、
温
泉
管
理
費
が
1,122万

5,167円
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
経
常
収
支
比
率
は
128.9％

と
前
年
度

に
比
べ
6.6ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

平
成
26年

度
は
新
会
計
基
準
を
導
入
す
る
以
前
の
賞
与
引
当
金
を
特
別
損
失
と
し
て
265万

1,995円
計
上
し
て
い
た
が
、
平
成
27年

度
は
そ
の
措
置
が
無
い
た
め
、
総
収
支
比
率
は
128.9％

と
前
年
度

に
比
べ
9.2ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
経
常
利
益
3,283万

3,560円
が
当
年
度
純
利
益
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
約
30.6％

増
加
し
て
お
り
、
健
全
性
は
保
た
れ
て
い
る
。

今
後
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
石
和
温
泉
の
宿
泊
者
数
の
減
少
な
ど
に
よ
る
給
湯
量
・
温
泉
供
給
収
益
の
低
下
や
、
給
湯
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
配
湯
管
の
敷
設
替
工
事
な
ど
の
投
資
も
引
き
続
き
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２
　
財
政
状
態
に
つ
い
て

平
成
27年

度
の
財
政
状
態
は
、
自
己
資
本
構
成
比
率
が
98.5％

、
固
定
資
産
対
長
期
資
本
比
率
が
59.6％

、
流
動
比
率
が
2,836.1％

と
、
い
ず
れ
の
比
率
も
健
全
な
水
準
を
確
保
し
て
い
る
。

平
成
27年

度
末
の
温
泉
供
給
料
金
未
収
金
は
固
定
資
産
の
破
産
更
生
債
権
等
797万

350円
に
、
流
動
資
産
の
未
収
金
2,200万

7,760円
を
加
え
た
2,997万

8,110円
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
納
期
限
を
過

ぎ
た
も
の
は
1,795万

2,488円
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も
そ
の
解
消
に
向
け
て
は
、
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
公
営
企
業
と
し
て
の
経
営
の
健
全
性
や
公
平
負
担
の
観
点
か
ら
、
滞
納
者
の
状
況
を
個
々
に
把
握
し
適
切
に
対
応

し
て
い
く
な
ど
未
収
金
回
収
に
向
け
、
な
お
一
層
努
力
さ
れ
た
い
。
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３
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
に
つ
い
て

平
成
27年

度
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
は
、
業
務
活
動
に
よ
り
確
保
し
た
資
金
が
1,314万

1,878円
増
加
し
た
も
の
の
、
投
資
活
動
と
し
て
有
形
固
定
資
産
の
取
得
に
支
出
し
た
1億
3,312万

3,086円
が
減
少
し
て
お
り
、
財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
は
増
減
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27年

度
中
の
資
金
額
は
１
億
1,998万

1,208円
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
27年

度
は
温
泉
施
設
改
修
工
事
に
よ
る
固
定
資
産
の
取
得
が
あ
り
、
投
資
活
動
に
よ
る
支
出
が
、
業
務
活
動
に
よ
る
資
金
の
増
加
額
を
超
え
て
い
る
が
、
温
泉
事
業
の
経
営
は
、
現
状
借
入
金
が

な
く
、
業
務
活
動
に
よ
り
確
保
し
た
資
金
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
額
を
投
資
活
動
に
活
用
で
き
る
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
平
成
27年

度
末
の
現
金
等
残
高
は
、
前
年
度
に
比
べ
17.8％

減
少
し
、
5億
5,335万

6,060円
で
あ
る
が
、
営
業
収
益
に
対
す
る
比
率
は
401.2％

と
事
業
規
模
に
対
し
て
十
分
に
確
保
さ
れ
て
お

り
、
財
政
の
健
全
性
が
損
な
わ
れ
る
ほ
ど
の
水
準
に
は
な
い
と
い
え
る
。

な
お
、
給
湯
施
設
の
改
良
等
が
引
き
続
き
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
投
資
活
動
に
計
画
的
に
取
り
組
み
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
適
正
な
管
理
に
一
層
努
め
ら
れ
た
い
。

４
　
経
営
課
題
に
つ
い
て

平
成
27年

度
の
総
給
湯
量
は
79万

8,778立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
過
去
15年

間
で
最
も
給
湯
量
が
多
か
っ
た
平
成
17年

度
の
98万

51立
方
メ
ー
ト
ル
に
比
べ
18.5％

減
少
し
て
い
る
。
平
成
27年

度
末
の
温

泉
供
給
契
約
口
数
は
509口

で
、
最
も
契
約
口
数
が
多
か
っ
た
平
成
13年

度
の
561口

に
比
べ
52口

減
少
し
て
い
る
。

今
後
温
泉
事
業
の
経
営
に
あ
た
っ
て
は
、
温
泉
の
湧
出
量
や
給
湯
実
績
の
状
況
を
適
切
に
把
握
し
た
上
で
社
会
情
勢
や
経
済
状
態
を
見
極
め
、
減
少
し
た
契
約
口
数
分
の
新
規
分
譲
を
行
う
な
ど
の
将

来
に
向
け
た
投
資
を
勘
案
し
た
経
営
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
元
自
治
体
や
関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
、
引
き
続
き
温
泉
資
源
の
保
護
と
地
域
振
興
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
3
）
平
成
2
7
年
度
山
梨
県
営
地
域
振
興
事
業
会
計

審
査
の
結
果
及
び
意
見

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、
地
方
公
営
企
業
法
及
び
関
係
法
令
等
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
事
業
の
経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
事
業
目
的
に
沿
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

平
成
26年

度
か
ら
新
会
計
基
準
を
適
用
し
た
た
め
、
償
却
資
産
を
毎
年
度
減
価
償
却
す
る
こ
と
に
よ
る
資
産
価
値
の
適
切
な
表
示
や
、
収
益
・
費
用
を
発
生
時
点
で
す
べ
て
計
上
す
る
な
ど
、
資
産
状

況
や
損
益
構
造
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。
損
益
計
算
書
や
貸
借
対
照
表
な
ど
の
財
務
諸
表
の
公
表
に
あ
た
っ
て
は
、
引
き
続
き
、
県
民
に
わ
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
や
て
い
ね
い
な
説
明
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
地
方
公
営
企
業
の
経
営
状
況
の
透
明
性
の
確
保
を
一
層
図
ら
れ
た
い
。

１
　
利
用
者
数
に
つ
い
て

平
成
16年

4月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
の
利
用
料
金
制
を
導
入
し
、
民
間
企
業
の
参
画
を
得
て
新
た
な
経
営
・
運
営
体
制
が
発
足
し
た
。
10年

が
経
過
し
た
平
成
26年

度
か
ら
は
新
た
な
指
定
管
理
者

が
選
定
さ
れ
、
施
設
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
施
設
全
体
の
利
用
者
数
は
、
平
成
17年

度
を
ピ
ー
ク
に
漸
次
減
少
傾
向
あ
っ
た
が
、
平
成
27年

度
は
山
梨
県
内
で
初
と
な
る
（
公
社
）

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
認
定
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
前
年
度
実
績
に
比
べ
１
万
234人

増
加
し
た
。

平
成
27年

度
の
事
業
部
ご
と
の
利
用
者
数
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
部
が
前
年
度
と
比
較
し
て
6,385人

減
少
（
△
13.7％

）
し
、
ゴ
ル
フ
事
業
部
も
78人

減
少
（
△
0.2％

）
し
た
も
の
の
、
レ
ジ
ャ
ー

事
業
部
が
1万
6,697人

増
加
（
13.7％

）
し
た
。
そ
の
結
果
、
施
設
全
体
の
利
用
者
数
は
1万
234人

増
加
（
4.8％

）
し
、
22万

3,609人
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
有
料
施
設
の
利
用
者
数
の
実
績
は
、
計
画
に
対
し
て
下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る
た
め
、
今
後
も
指
定
管
理
者
と
協
力
し
、
需
要
の
増
加
が
見
込
め
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
中

核
事
業
で
あ
る
ゴ
ル
フ
事
業
に
お
い
て
、
更
な
る
利
用
者
の
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
施
設
全
体
の
利
用
者
数
の
増
加
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

２
　
経
営
状
況
に
つ
い
て

営
業
収
益
は
指
定
管
理
者
か
ら
の
施
設
利
用
料
等
の
1億
5,000万

527円
で
あ
り
、
営
業
費
用
は
減
価
償
却
費
や
借
地
料
等
の
１
億
4,426万

9,225円
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
営
業
利
益
は
573万
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1,302円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
191万

9,043円
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
増
加
要
因
は
、
費
用
面
で
、
耐
用
年
数
の
経
過
に
よ
り
施
設
の
減
価
償
却
費
が
減
少
し
た
こ
と
及
び
借
地
料
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
指
定
管
理
者
か
ら
の
施
設
利
用
料
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
と
同
様
に
約
定
ど
お
り
納
入
さ
れ
た
が
、
今
後
も
継
続
し
て
安
定
的
な
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

営
業
利
益
573万

1,302円
に
営
業
外
収
益
119万

3,462円
を
加
え
、
営
業
外
費
用
66万

2,051円
を
差
し
引
い
た
経
常
利
益
は
626万

2,713円
と
な
り
、
当
年
度
純
利
益
も
経
常
利
益
と
同
額
と
な
っ
た
。

経
常
利
益
、
当
年
度
純
利
益
は
、
い
ず
れ
も
前
年
度
と
比
較
し
て
26万

8,487円
減
少
し
て
い
る
が
、
減
少
の
主
な
要
因
は
、
平
成
26年

度
か
ら
の
新
会
計
基
準
適
用
に
よ
り
、
営
業
外
収
益
と
し
て
計

上
さ
れ
た
長
期
前
受
金
戻
入
が
償
却
限
度
額
に
達
し
た
た
め
、
平
成
27年

度
は
計
上
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
27年

度
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
収
益
的
収
支
の
黒
字
化
が
図
ら
れ
、
総
収
支
比
率
は
104.3％

と
前
年
度
と
比
較
し
て
0.1ポ

イ
ン
ト
の
低
下
、
経
常
収
支
比
率
も
104.3％

と
前
年
度
と
比
較
し

て
0.1ポ

イ
ン
ト
の
低
下
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
同
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
過
去
か
ら
累
積
し
た
当
年
度
未
処
理
欠
損
金
は
、
35億

1,930万
3,989円

と
依
然
と
し
て
多
額

で
あ
る
。
今
後
と
も
純
利
益
を
安
定
的
に
確
保
し
、
累
積
欠
損
金
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
も
、
有
料
施
設
の
利
用
増
に
向
け
た
取
り
組
み
を
図
り
、
経
営
状
況
の
改
善
に
一
層
努
力
さ
れ
た
い
。

３
　
財
政
状
態
に
つ
い
て

平
成
27年

度
の
財
政
状
態
を
経
営
指
標
で
み
る
と
、
自
己
資
本
構
成
比
率
は
△
141.9％

と
前
年
度
と
比
較
し
て
3.6ポ

イ
ン
ト
低
下
し
、
悪
化
し
て
い
る
。
一
方
、
固
定
資
産
対
長
期
資
本
比
率
は

101.3％
と
前
年
と
比
較
し
て
0.8ポ

イ
ン
ト
の
低
下
、
流
動
比
率
は
54.9％

と
前
年
度
と
比
較
し
て
10.2ポ

イ
ン
ト
の
上
昇
と
な
り
、
改
善
し
て
い
る
。
ま
た
、
資
本
合
計
に
つ
い
て
は
、
△
34億

8,684
万
8,458円

と
な
り
、
前
年
度
と
同
様
に
大
幅
な
債
務
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

電
気
事
業
会
計
か
ら
の
長
期
借
入
金
は
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
に
よ
る
返
済
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
残
高
は
59億

1,853万
円
余
と
依
然
と
し
て
多
額
で
あ
る
。
計
画
的
な
償
還
を
行
い
、
残
高
の

削
減
が
着
実
か
つ
早
期
に
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

４
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
に
つ
い
て

平
成
27年

度
の
業
務
活
動
に
よ
り
確
保
し
た
資
金
の
増
加
は
7,185万

242円
で
あ
り
、
投
資
活
動
と
し
て
有
形
固
定
資
産
の
取
得
に
522万

5,000円
を
支
出
し
、
財
務
活
動
と
し
て
電
気
事
業
会
計
か

ら
の
長
期
借
入
金
の
返
済
に
7,050万

2,234円
を
支
出
し
て
お
り
、
平
成
27年

度
中
の
資
金
額
は
387万

6,992円
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

業
務
活
動
に
よ
り
確
保
し
た
資
金
の
大
部
分
は
、
長
期
借
入
金
返
済
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
将
来
に
向
け
た
施
設
・
設
備
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
資
金
面
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

施
設
・
設
備
の
更
新
・
改
修
に
つ
い
て
は
、「
山
梨
県
企
業
局
経
営
戦
略
」
に
お
い
て
平
成
28年

度
か
ら
10年

間
の
投
資
・
財
政
計
画
を
定
め
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
計
画
的
に
進
め
て
い
く
と
し
て

い
る
が
、
経
費
節
減
に
努
め
つ
つ
、
緊
急
性
が
高
く
収
益
に
結
び
つ
く
修
繕
を
優
先
し
て
実
施
す
る
な
ど
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
適
正
な
管
理
に
留
意
さ
れ
た
い
。

５
　
経
営
課
題
に
つ
い
て

地
域
振
興
事
業
の
経
営
改
善
に
つ
い
て
は
、
平
成
24年

度
の
有
識
者
に
よ
る
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
提
言
等
を
踏
ま
え
、
指
定
管
理
者
制
度
を
適
正
に
運
用
し
、
安
定
的
な
施
設
利
用
料
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
30年

度
ま
で
の
現
行
の
指
定
管
理
者
と
の
指
定
期
間
内
に
、
収
益
的
収
支
の
黒
字
化
の
定
着
を
図
り
、
累
積
欠
損
金
の
減
少
に
努
め
る
と
と
も
に
、
毎
年
度
の
業

務
活
動
に
よ
り
生
じ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
か
ら
長
期
借
入
金
の
計
画
的
償
還
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
事
業
継
続
の
た
め
に
は
、
施
設
・
設
備
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
経
営
状
況
、
財
政
状
態
が
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ

る
。経
営
改
善
策
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
指
定
管
理
者
の
経
営
状
況
や
地
域
振
興
事
業
の
改
善
状
況
を
継
続
し
て
検
証
し
、
今
年
度
設
置
す
る
外
部
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
施
設
の
あ

り
方
を
含
め
た
更
な
る
改
善
策
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を
進
め
、
適
切
に
対
応
さ
れ
た
い
。
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